
APl 橋の強度
芝浦工業大学柏高等学校 川村彩智 丸山諒太郎 山本竜也

バルサ材を用いて、 構造を変えた8種類のフレームを作成して、 強度の違いを銀察・測定した。

AP2 角材の浮かび方
千葉県立柏高等学校 石原昴 岡田拓也 須田健斗

断面が正方形の直方体の角材を水に浮かべたとき、 どのような状態で浮かぶかを調べた。 浮かび方
は水面に出ている辺が水面に対し斜めの浮かび方をする場合と、 平行の浮かび方をする場合の二種類の
浮かび方が考えられる。 実験の結果、 密度が発泡スチロールなどの小さいものとロウなどの大きいも
のは平行の浮かび方、 その中間の木材などの場合は斜めの浮かぴ方をすることがわかった。 そこで、 ど
の程度の密度でそれら2つの浮かび方が入れ替わるのか工作用紙を使ったシミュレー ションで調べた。
これは、 角材を水に浮かべ、傾けた状態での角材全体の重心と水に沈んだ部分の重心との位置関係を調
べ、 そこから密度ごとの角材の安定な浮かぴ方を確かめるというものである。 その結果、 密度 (g/cm3)

約0. 2 3と約0. 7 7で水に沈んだ部分の重心と全体の重心が鉛直下向きの方向で一直線上に位置し、
この密度で2つの浮かび方が入れ替わるということがわかった。

しかし、 実際に角材を用いて実験を行うと、斜めと平行の中間の浮かび方を安定な浮かび方とするも
のが確認された。 今回は、 その新たに確認された中間の浮かび方について研究した結果を発表する。

AP3 飛行機の形状と飛行距離の関係
千葉市立千葉高等学校 藤乗 旭、 橋本恵太

先輩が行った研究の中に、紙製の飛行機モデルの飛行距離に関する研究があった。 この実験は、 羽根
の面積などに注目した実験で、 実際の旅客機の翼の厚みなどの立体的な視点がなかった。 今回、私達は
立体的なモデルで実験することにした。

発砲スチロールを用いて、羽根の位置による厚みの変化、 羽根と気体のなす角度、 重心の位置を3通
りで変化させられるモデルを作成した。 また、 カ ーテンレール等を用いて、 モデルを安定して飛ばせる
発射装置を作製した。 今回は、 この研究の途中経過を報告する。

AP4 直立二足歩行ロボットの歩行についての研究
千葉市立千葉高等学校 白井義和

モデルロボットKHR-2HVを使用して、人間の歩行との違いや重心を移動させた時の歩行の変化に
ついて実験している。

人間は動歩行という方法で歩いているが、 使用しているロボットは静歩行という方法で歩いている。
それぞれの歩行のメリット、 デメリットをロボットを用いて実験して考察することを目指している。 こ
の実験の途中経過を報告する。
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